
“三田ヶ谷グラウンド・ゴルフ  

秋季大会“ 

☆令和６年９月１５日(日)開催 

◎優  勝  須永 英司 様 

◎準優勝  吉田 春江 様 

◎第３位   田村 孝一 様 

 

“とにかく楽しもう！三田ヶ谷” 

☆令和６年１１月３０日(土)開催☆ 

◎受 付 午後１時４５分 

◎開 会 午後２時００分 

◎会 場 三田ヶ谷小学校 

◎内 容 体育振興会スポーツ体

験、謎解きラリーなど 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

〇日  時  １１月１７、２４日（日） ９時００分～１１時３０分 

〇場  所  三田ヶ谷公民館  〇対  象  市内在住、在勤の方 

〇定  員  １０名（先着順）   〇費  用  ２,０００円  

〇講  師  高橋 菊枝 氏    〇テーマ  干支巳 

〇持ち物  ピンセット（先のとがったもの）、ハサミ、ボンド、 

おしぼり 

〇申込み  １０月１２日（土）から費用を添えて公民館へ 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

つまみ細工で作る季節飾り講座 ※広報１０月号掲載 

 

☆裏面もご覧ください☆ 

令和  ６年１０月１日 

発行  三田ヶ谷公民館  

TEL ５６５－００４０ 

第２回むじなもコミュティスポー

ツイベントを開催します！ 

〇日 時  １０月２７日（日）  

午後１時開会 

      ※雨天１１月２日（土） 

〇場 所  三田ヶ谷小学校校庭  

※詳細は後日発表します！ 

 

 



はつらつ教室 

日 時：１０月２５日（金）１０時～１１時 

持ち物：タオル、飲み物 

場 所：三田ヶ谷公民館和室  お問合せ 高齢介護課 

 

健康運動教室 

日 時：１０月９日（水）１０時～１１時３０分 

持ち物：タオル、飲み物 

場 所：三田ヶ谷公民館和室 

お問合せ 健康づくり推進課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いいでぇー！！三田ヶ谷！ ～歴史と文化～」 

(第６回 “三田ヶ谷村”の誕生秘話 ) 

 ２０２４年１１月９日（土）、羽生市産業文化ホールにおいて「羽生市制施行７０周年記念式典」

が執り行われます。昭和２９年の市制施行から、羽生市は７０年の節目を迎えたことになります。 

ただ、三田ヶ谷村と村君村は当時「羽生市」にはならず、両村が合併して「千代田村」が誕生し

た歴史を持っています。この千代田村が羽生市に編入されるのは、昭和３４年まで待たなければな

りません。 

 さらに遡れば、明治２２年４月１日に三田ヶ谷・弥勒・与兵衛新田・日野手新田・喜右衛門新田

の５か村が合併して「三田ヶ谷村」が誕生しました。これは、前年に公布された市制・町村制法に

よるものでした。 

興味深いのは、明治２２年の合併当初は、三田ヶ谷村ではなく「日ノ出村」という新しい村名が

候補に挙がったことです。しかし、各村の意見がまとまらず、「日ノ出村」は却下。「三田ヶ谷村」

の村名に決定したのでした。 

もし、「日ノ出村」に定まっていたならば、現在各所で使われている「三田ヶ谷」の名詞は、「日

ノ出」に置き換わっていたかもしれません。例えば、「羽生市日ノ出公民館」といったように……。

「三田ヶ谷」に慣れ親しんでいる現在の私たちには、いささか違和感を覚えるでしょうか。 

なお、喜右衛門新田は、地域の希望に反して新設予定の「大沼村」に編入されそうになりました。

しかし、当時の知事に直接請願し、無事に三田ヶ谷村に合併されたのでした。 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                      

 

１０月の休館日 

毎週火曜日、１４日（祝） 

市制施行と市庁舎竣工の祝賀でにぎわう昭和

３０年の羽生駅前です。 

昭和３０年１月１４日から１６日まで、祝賀式典

が行われました。 

。 

 

 


